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拠点概要 （１）【総合福祉ホーム芙蓉園】①

□ 特別養護老人ホーム(190名)

□ ショートステイ(30名）

□ デイサービス(2９名)

□ 認知症ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ(10名)

□ 訪問介護事業(ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ)

□ 居宅介護支援事業

■ 南第１高齢者支援センター

（町田市受託事業 － 地域包括支援ｾﾝﾀｰ）

■ 小川あんしん相談室
（町田市受託事業 － 支援ｾﾝﾀｰﾌﾞﾗﾝﾁ）



拠点概要 （１）【総合福祉ホーム芙蓉園】②

面談室

ラウンジ・面談室

法人本部
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拠点概要 （１）【総合福祉ホーム芙蓉園】③



拠点概要 （１）【総合福祉ホーム芙蓉園】④



拠点概要 （１）【総合福祉ホーム芙蓉園】⑤

＜ 周辺環境 ＞

南町田グランベリーパーク



拠点概要 （２）【特別養護老人ホーム上総園】①

□ 特別養護老人ﾎｰﾑ(210名)

□ ショートステイ(10名）

□ デイサービス(25名)

□ 居宅介護支援事業

■ 君津市東部地域包括支援
 センター（君津市受託事業）

【君津事業所】

□ 上総ふれあいﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ
 ・ 高齢者デイサービス(30名)
 ・ 障がいデイサービス(14名)



拠点概要 （２）【特別養護老人ホーム上総園】②



拠点概要 （２）【特別養護老人ホーム上総園】③



拠点概要 （２）【特別養護老人ホーム上総園】④
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拠点概要 （３）【文京高齢者在宅 サービスセンター】①

《 文京昭和ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 》

□ デイサービス（40名）

□ 居宅介護支援事業所

□ デイサービス（３５名）

（2017.4.1～）

《 文京湯島ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 》



拠点概要 （３）【文京高齢者在宅 サービスセンター】②
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＜ 周辺環境 ＞



1964(昭和39)年10月14日     社会福祉法人芙蓉会設立

1965(昭和40)年  7月29日   特別養護老人ホーム芙蓉園開設(150床)

1970(昭和45)年11月21日   特別養護老人ホーム上総園開設(100床)

1972(昭和47)年  6月     上総園増床(200床)

1979(昭和54)年  4月  芙蓉園増床(182床）

1986(昭和61)年  4月 1日  上総園短期入所事業開設(4床)

1994(平成  6)年  3月30日     上総園デイサービスセンター事業開設

  上総園在宅介護支援センター事業開設

1999(平成11)年  6月  1日     芙蓉園在宅介護支援センター事業開設

2002(平成14)年  1月31日   芙蓉園増改築工事竣工(190床)

   4月  1日   芙蓉園ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ事業開設(25名)

  芙蓉園短期入所事業開設(30床)

  芙蓉園訪問介護事業開設

  芙蓉園居宅介護支援事業開設

芙蓉会の沿革 ①



2006(平成18)年  4月  １日  芙蓉園地域包括支援センター（町田市より受託）

2011(平成23)年  4月  1日   芙蓉園認知症対応型通所介護事業開設(10名)

2013(平成25)年  4月  1日 芙蓉園ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ事業定員増(29名)

2014(平成26)年  8月  1日 ～ほっとｽﾃｰｼｮﾝ～ながれぼし開設(芙蓉園)

2014(平成26)年12月  1日 小規模型(地域密着型)通所介護つるま屋開設

(10名：芙蓉園)

2015(平成27)年  4月  1日 上総ふれあいデイサービスセンター

・通所介護（30名）

・基準該当障がい者通所介護（14名）

・指定特定相談支援事業（上総園）

・指定障がい児相談支援事業（上総園）

2016(平成28)年  3月  1日 小川あんしん相談室（町田市より受託）

2016(平成28)年  4月  1日 君津市東部地域包括支援ｾﾝﾀｰ(君津市より受託)

2017(平成29)年  4月  1日 文京高齢者在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ(文京区より受託)

芙蓉会の沿革 ②



芙蓉会の基本理念 

第一、私たちは、「老人は国の宝」の念をもって高齢者の

尊厳を 守り、その自立を精一杯支えたい。

 （高齢者の尊厳・老人は国の宝）

第二、私たちは、高齢者が「ここに相談し、ここで生活できて

本当によかった」と心から言ってくださる、そんな法人・

施設でありつづけたい。

 （高齢者との共生・家族的な愛）

第三、私たちは、常に向上心をもって研鑽に励むと共に、

協調と和を大切にしてゆきたい。

  （協調と和）



（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

家族も含めた生活に責任を持った運営に努める。

ご利用者に「芙蓉園で生活して良かった」と言っていた

だけるよう職員が自覚し、それぞれが考え行動できるよ

うな組織を目指す。

職員が生きがいを持てるよう、公平・公正な処遇に努め

る。

職員を大切な人財として認識するとともに、職員やその

の安心」を与えることを目指す。

社会福祉法人としての使命を認識し、利用者への適正な

サービスの提供、及び地域への貢献を優先する。

「老人は国の宝」の念の実現のため、「わたしたちの家」

を目指し、ホームを利用される全てのご利用者に「人生

芙蓉会の使命



明治43年   北海道増毛で生まれる

昭和4年（19歳） 中野療養所付属看護婦養成所に
 入寮（芙蓉寮）

昭和6年（21歳） 中野療養所で看護婦の待遇改善
を求めでストライキ決行

昭和6年（21歳） 卒業するも、国内就職できず、
ブラジル・トメアスの中央病院
へ看護婦として就任、国策とし
てのブラジル移民向け

昭和11年（26歳） 台北の病院へ就任

昭和15年（30歳） 中国で陸軍病院の看護婦として従軍

昭和16年（31歳） 特務機関としてマカオで任務

昭和17年（32歳） 陸軍の看護婦四ケ所隊として、ジャカルタ、シンガポー
ル等で従軍

創始者『四ケ所ヨシ』の足跡

初代理事長・芙蓉会
グループ会長

四ケ所ヨシ

芙蓉会 設立の想い



昭和20年（35歳） ジャカルタ在住の日本人女性に看護教育を始め、約560
名の“ポツダム看護婦”を養成し無事日本に帰還させる

昭和21年（36歳） 日本に帰還するも、Ｇ級戦犯として東京を離れる

昭和29年（44歳） 東京都大田区に芙蓉診療所開設、主に病弱老人の診療

昭和32年（47歳） 医療法人社団芙蓉会芙蓉病院設立

昭和38年（53歳） 東京都町田市鶴間に第二芙蓉病院開設 老人福祉法制定

昭和39年（54歳） 社会福祉法人芙蓉会設立認可 初代理事長

昭和40年（55歳） 特別養護老人ホーム芙蓉園開設(全国10番目、都内5番目)

昭和45年（60歳） 特別養護老人ホーム上総園開設

昭和50年（69歳） 高齢者マンション芙蓉ミオ・ファミリア（私たちの家）、
千葉芙蓉病院開設

創始者『四ケ所ヨシ』の足跡

芙蓉会 設立の想い



● 初心：スラタン（南十字星）の願い 終戦が近くなりジャカルタで、
促成看護婦養成していた時、絶望する婦人達を励まし夢を持たせ
るために語った自分の夢として、「日本に帰れたらお年寄りの病
気を看護するようなことをしたい・・・」

● 戦後、子供や家族を戦争や戦災で失って、家族の世話がなく経済的に困
窮していた高齢者の入院できる病院はほとんどなく、巷に打ち捨てられ
た状態の老人の姿に心を痛めていた。

● 今日の祖国を創ってきたのは、会社の社長や国会議員、社会的に偉い
方々だけではない。地の底に働く人、街を掃除する人、漁とる人、農耕
する人、陽の当らないところで黙々と働く、すべての職場の人びとの力
の結集が今日の隆盛をもたらしたものと、私は信じている。そのような
名もなき人びとが、老人となり病気を患い働けなくなり、世話がかかる
からと言って、巷に見捨てられるのは、人の道、日本社会の道理に反す
るもので、そのような人たちこそ“国の宝”ではないか。

『老人は国の宝』の原点

芙蓉会 設立の想い



● その思いは、戦災で子供や家族を失った老人が、家族の有無や経済の有
無によって、老後の生活や健康は差別されてはならないというもので
 あった。老人が、その喪失に関わらず、生きていて良かったと思えるよ
うな生活と健康は、社会（又は国民全体）が責任をもつべきだと考えて
いた。四ケ所ヨシには、老人や困難な人々に対して、日本社会の因習、
伝統、また社会的地位や権威、貧富に囚われない自然な平等精神と寄り
添う温かいまなざしがあった。

● 社会や国家のために身を捧げてきた老人たちに、健康で安らかに過ごせ
る安寧の場“老人の楽園”を創りたいとの想いが募って、千葉県君津市
上総地区に芙蓉会土地を求めた。

『老人は国の宝』の原点

芙蓉会 設立の想い



創業の想い ： 『老人の楽園を創りたい』

千葉県君津市広岡（上総町）

○特別養護老人ホーム上総園

○千葉芙蓉病院

○有料老人ホーム
「芙蓉ミオ・ファミリア」

○老人保健施設「きゃらの樹
           ケアセンター」

◯看護婦・介護士の
養成機関を構想

芙蓉会 設立の想い



『芙蓉会』は何のために設立されたか ?

戦後の混乱していた時期に、行き場もなく粗末に

扱われていた高齢者の方々に、安心して生活でき

る場を提供するとともに、安らかに過ごしてもら

うために設立した。

社会的弱者に対する敬愛の念と、強い信念に従って

行動する実行力

根底にあるもの

芙蓉会 設立の想い



昭和４３年頃、新館と旧館で１８５名 機械浴の入る前の介助浴槽

食堂がなかったのでベッド上で食事 隣のベッドとの間は約５０ｃｍ

芙蓉会 設立の想い



箱根に一泊旅行・芦ノ湖にて

園内ふうせんバレー大会離床目的に廊下での食事

養老院カットからおしゃれに
女性のための美容ボランティア

芙蓉会 設立の想い



平成  7年 1月   大森文子芙蓉会理事長就任

  人権侵害（大部屋中心）の現 施設を
建て替える！

  地域住民が署名活動し約3600名

平成  9年 9月   町田市議会へ請願提出

平成14年 2月   芙蓉園全面移転改築竣工

平成14年 4月   「総合福祉ホーム芙蓉園」と呼称し
  複合型施設としてサービス開始

  ○ 特別養護老人ホーム（190名）
                          ○ 短期入所（30名）

  ○ 通所介護
  ○ 訪問介護
  ○ 居宅介護支援事業
  ○ 在宅介護支援センター

５代目理事長 大森文子

チームナーシング、患者
中心の看護を提唱・推進

『総合福祉ホーム芙蓉園』として新たな出発

芙蓉会継続への想い ①



平成 18年 3月  上総園第1期改築工事竣工

    人権を尊重した全室ユニット型個室に
よる特養（110名）、短期入所（10名）

を整備

平成 22年 6月 低所得者等への配慮の想いを込めて
多床室の設置を含めた新規移転につ
 いて千葉県、君津市と協議を重ねる

平成24年 5月  上総園第2期改築工事竣工   
  

特養  ユニット型個室（40名）、多床室
 （60名）を整備し次の定員で出発

上総園 特 養   ユニット型150名、多床室60名
短期入所 ユニット型10名

９代目理事長 水野谷  繁

上総拠点は２期にわたる施設整備により新たな出発

芙蓉会継続への想い ②

現 芙蓉会理事長



芙蓉会のこれから

『１０年先も安心して暮らせる生活の実現』

 Cooperation for Ｃommunity （お互いさまの街づくり）

 ■ 施設に入所しても、それぞれの想いを叶えながら個々の生活を

 継続する。

 ■ 住み慣れた家等での生活を安心して続けることを支援する。

 ■ 地域の一員として、周囲との繋がりを感じながら穏やかな生活

  を継続する。

 ■ 職員として、やりがいを持って働き、安定した生活を送る。

芙蓉会の中長期ビジョン
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